
　

昨
年
十
一
月
、
今
後
の
現
代
中
国
語
文
法
研

究
に
ま
ち
が
い
な
く
深
遠
な
影
響
を
与
え
る
で

あ
ろ
う
大
著
が
出
版
さ
れ
た
。
上
海
師
範
大
学

張
斌
教
授
主
編
の
『
現
代
漢
語
描
写
語
法
』（
現

代
中
国
語
記
述
文
法
）
で
あ
る
。
現
代
中
国
語

と
い
う
巨
大
な
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
、
現
時
点
に

お
け
る
最
新
、
最
大
の
解
説
書
で
あ
る
。
本
文

だ
け
で
一
一
一
三
頁
（
三
四
行
×
三
九
字
）
に
達

す
る
。

　

こ
の
大
著
の
出
版
と
相
前
後
し
て
何
篇
か
の

紹
介
文
が
書
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
の
一

篇
に
張
汶
静
「
百
年
夙
願
、
十
年
一
剣
」
が
あ

る
（『
読
書
』
社
会
科
学
版
、
二
〇
一
〇
年
十
一
月

二
五
日
）。
こ
の
文
章
は『
現
代
漢
語
描
写
語
法
』

自
体
を
紹
介
す
る
も
の
で
は
な
く
、
新
中
国
成

立
以
降
の
中
国
語
文
法
学
史
に
お
け
る
『
現
代

漢
語
描
写
語
法
』
の
位
置
づ
け
と
い
う
角
度
か

ら
書
か
れ
て
い
る
。
作
者
は
ま
ず
、

一
言
語
が
包
括
的
、
詳
細
、
科
学
的
な
記
述

文
法
を
も
つ
か
も
た
な
い
は
、
そ
の
言
語
の

文
法
研
究
の
水
準
を
測
る
重
要
な
指
標
で
あ

る
。

と
述
べ
た
上
で
、

二
〇
世
紀
五
〇
年
代
か
ら
、
呂
叔
湘
、
丁
声

樹
等
先
輩
言
語
学
者
は
前
ソ
連
の
ア
カ
デ

ミ
ー
文
法
に
触
発
さ
れ
て
、
現
代
中
国
語
記

述
文
法
を
編
集
し
た
い
と
願
い
、
綱
領
的
な

『
現
代
漢
語
語
法
講
話
』（
一
九
六
一
）
を
刊

行
し
た
が
、当
時
は
ま
だ
基
礎
研
究
が
弱
く
、

人
材
も
不
十
分
で
あ
っ
た
た
め
、
体
系
的
な

中
国
語
記
述
文
法
を
書
く
条
件
が
熟
し
て
い

な
か
っ
た
。

と
紹
介
し
、
さ
ら
に
八
〇
年
代
、
九
〇
年
代
の

状
況
に
触
れ
た
の
ち
、
次
の
よ
う
に
続
け
る
。

今
世
紀
に
入
り
、
先
輩
文
法
学
者
の
多
く
が

遺
憾
を
胸
に
世
を
去
っ
て
い
く
な
か
、
張
斌

先
生
は
歴
代
の
先
輩
学
者
の
大
望
を
完
成
す

べ
く
、
八
〇
歳
を
超
え
る
高
齢
で
現
代
中
国

語
記
述
文
法
の
編
集
を
決
意
し
た
。
そ
れ
は

中
国
語
文
法
研
究
の
ほ
ぼ
一
世
紀
に
わ
た
る

開
拓
と
発
展
に
身
を
投
じ
、
そ
れ
を
見
守
っ

て
き
た
、
中
国
語
文
法
学
者
と
し
て
の
張
斌

先
生
の
長
年
の
夢
で
も
あ
っ
た
。

読
む
者
に
深
い
感
動
を
覚
え
さ
せ
る
一
段
で
あ

る
。
文
章
は
続
い
て
張
斌
教
授
の
多
年
に
わ
た

る
業
績
に
筆
を
転
じ
、
最
後
に
、

十
余
年
の
時
を
経
て『
現
代
漢
語
描
写
語
法
』

が
刊
行
さ
れ
た
。
本
書
の
刊
行
は
歴
代
中
国

語
文
法
学
者
の
夙
願
を
実
現
し
た
も
の
で
あ

り
、
中
国
語
文
法
研
究
史
に
お
い
て
里
程
標

的
意
義
を
有
す
る
。

と
結
ば
れ
て
い
る
。「
夙
願
」
と
い
う
こ
と
ば
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遣
い
が
、
ぐ
っ
と
来
る
重
み
を
感
じ
さ
せ
る
。

　
『
現
代
漢
語
描
写
語
法
』
の
目
次
は
以
下
の

よ
う
で
あ
る
。

緒
論第

一
章　

語
素

第
二
章　

構
詞
法
与
造
詞
法

第
三
章　

実
詞

第
四
章　

虚
詞
与
特
殊
詞

第
五
章　

短
語

第
六
章　

句
子
分
析

第
七
章　

句
型

第
八
章　

句
類

第
九
章　

句
式

第
十
章　

複
句

第
十
一
章　

空
間
範
疇

第
十
二
章　

時
間
範
疇

第
十
三
章　

指
称
範
疇

第
十
四
章　

数
量
範
疇

第
十
五
章　

語
気
範
疇

第
十
六
章　

重
畳

第
十
七
章　

語
序

第
十
八
章　

句
子
的
語
義
分
析

第
十
九
章　

組
合
与
銜
接

第
二
十
章　

語
法
現
象
的
解
釈

附
録

一　

標
点
符
号

二　

詞
的
結
構
分
類
表

三　

動
詞
与
時
態
助
詞
搭
配
表

四　

主
要
能
願
動
詞
用
法
表

五　

形
容
詞
生
動
形
式
表

六　

動
量
搭
配
表

七　

名
量
搭
配
表

八　

現
代
漢
語
非
量
名
詞
表

九　

区
別
詞
表

十　

和
区
別
詞
相
関
的
同
音
同
形
詞
表

十
一　

常
用
介
詞
表

十
二　

常
用
連
詞
表

十
三　

語
気
詞
功
能
表

十
四　

状
語
与
補
語
比
較
簡
表

索
引

こ
の
目
次
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
『
現
代
漢
語
描

写
語
法
』
の
編
者
が
従
来
の
文
法
体
系
か
ら
の

脱
皮
を
め
ざ
し
た
こ
と
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で

き
よ
う
。

　

主
編
者
の
張
斌
氏
は
序
文
の
中
で
『
現
代
漢

語
描
写
語
法
』
を
「
中
国
語
文
法
を
学
ぶ
教
科

書
で
は
な
く
、
中
国
語
文
法
を
研
究
討
議
す
る

た
め
の
参
考
書
」
で
あ
る
と
規
定
し
、「
記
述
」

の
意
味
を
、

一
般
的
な
理
解
で
は
、
記
述
文
法
と
は
共
時

的
な
も
の
で
あ
り
、
通
時
的
な
も
の
で
は
な

い
。
体
系
的
な
も
の
で
あ
り
、
モ
ノ
グ
ラ
フ

的
な
も
の
で
は
な
い
。
記
録
的
な
も
の
で
あ

り
、
解
釈
的
な
も
の
で
は
な
い
。
わ
れ
わ
れ

も
こ
の
枠
組
み
の
中
で
記
述
を
行
っ
た
。

と
紹
介
し
て
い
る
。

　
『
現
代
漢
語
描
写
語
法
』
が
全
体
的
に
は
こ

の
よ
う
な
性
格
づ
け
と
枠
組
み
の
下
で
執
筆
さ

れ
て
い
る
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
こ

の
枠
組
み
を
逸
脱
し
て
、
解
釈
の
領
域
に
ま
で

踏
み
込
ん
だ
記
述
も
時
お
り
見
ら
れ
る
。
一
例

を
挙
げ
る
と
、「
得
」
補
語
の
「
得
」
の
意
味

機
能
に
関
す
る
記
述
で
あ
る
。

意
味
的
に
見
る
と
、「
得
」
に
は
「
已
然
義
」

が
そ
な
わ
っ
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、
①

「
得
」
の
原
義
は
「
獲
得
す
る
」
で
あ
る
。

述
補
構
造
に
お
け
る
「
得
」
は
す
で
に
動
詞

か
ら
助
詞
へ
と
虚
化
を
遂
げ
て
は
い
る
が
、

「
す
で
に
占
有
し
た
」
と
い
う
原
義
が
、
状

況
に
応
じ
て
程
度
の
差
は
あ
る
も
の
の
、
な

お
痕
跡
を
残
し
て
い
る
。
よ
っ
て
、「
得
」

は
意
味
の
深
層
に
お
い
て
「
已
然
義
」
を
も
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を
前
方
照
応
形
式
を
構
成
す
る
形
式
語
で
あ
る

と
分
析
す
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、

そ
う
考
え
れ
ば
、「
得
」
が
先
行
形
式
に
と
ら

わ
れ
な
い
こ
と
も
説
明
が
つ
く
。
次
の
例
で
は

「
拉
得
」
が
「
拉
了
」
を
受
け
て
い
る
。

你
哥
哥
拉
了
贝
多
芬
的
奏
鸣
曲
，
他
拉
得

真
好
！

前
例
と
同
じ
く
、「
拉
了
」と「
拉
得
」、「
你
哥
哥
」

と
「
他
」
の
平
行
関
係
に
注
目
さ
れ
た
い
。

　

こ
う
い
う
著
者
対
読
者
の
対
話
も
可
能
に
な

る
た
め
、個
人
的
に
は
、『
現
代
漢
語
描
写
語
法
』

の
記
述
が
張
斌
氏
の
定
め
た
枠
組
み
を
逸
脱
す

る
こ
と
は
大
歓
迎
な
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
は
さ

ま
ざ
ま
な
意
見
が
許
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

　

逸
脱
の
理
由
を
考
え
る
と
、
三
十
二
名
と
い

う
執
筆
者
の
多
さ
と
（
二
十
三
大
学
に
分
属
す

る
）、「
研
究
討
議
す
る
た
め
の
参
考
書
」
と
い

う
編
集
方
針
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
二

点
は
、
ま
た
ほ
ぼ
必
然
的
に
記
述
の
不
統
一
と

い
う
結
果
を
生
む
こ
と
に
な
る
。
不
統
一
の
具

体
的
な
現
わ
れ
は
次
の
二
点
で
あ
る
。

　

①
例
文
の
合
否
の
判
定
に
揺
れ
が
生
じ
る
。

た
と
え
ば
、

他
把
李
琳
气
得
哭
了
。（
五
五
三
頁
）

つ
は
ず
で
あ
る
。②
実
例
か
ら
見
る
と
、「
得
」

補
語
文
に
よ
っ
て
表
さ
れ
る
の
は
す
べ
て
動

作
行
為
の
已
然
状
態
で
あ
る
。
た
と
え
一
部

の
「
得
」
補
語
文
に
お
い
て
、
表
面
上
、
已

然
状
態
を
表
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
な
く
て

も
、
そ
れ
ら
は
経
常
性
に
も
と
づ
く
已
然
で

あ
っ
た
り
、
仮
想
さ
れ
た
已
然
で
あ
っ
た
り

す
る
だ
け
で
、や
は
り
已
然
を
表
し
て
い
る
。

（
五
六
二
頁
）

　

こ
の
記
述
を
読
ん
で
、
筆
者
（
杉
村
）
は
次

の
よ
う
に
思
っ
た
。

そ
の
当
否
は
と
も
か
く
、
理
由
①
に
論
理
的

な
破
綻
は
な
い
。
し
か
し
理
由
②
は
、
構
文

レ
ベ
ル
の
意
味
特
徴
を
構
文
の
代
表
字
で
あ

る
「
得
」
の
意
味
機
能
に
直
接
リ
ン
ク
さ
せ

て
お
り
、
論
理
上
の
飛
躍
が
あ
る
。

　

次
の
例
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、「
得
」
補
語

構
文
は
前
方
照
応
的
に
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

五
星
红
旗
周
围
有
一
圈
金
属
的
栅
栏
，
栅

栏
里
还
站
着
四
个
解
放
军
战
士
。
他
们
都

站
得
笔
直
笔
直
的
，
而
且
还
端
着
枪
。

「
站
着
」
と
「
站
得
」
の
関
係
が
「
四
个
解
放

军
战
士
」
と
「
他
们
」
の
関
係
に
平
行
す
る
こ

と
を
確
認
し
て
ほ
し
い
。
こ
こ
か
ら
、「
得
」

　

こ
の
例
は
「
不
自
然
」
だ
と
判
定
す
る
ネ
イ

テ
ィ
ヴ
が
多
い
。

你
教
现
代
汉
语
的
是
不
是
中
文
系
九
九
级

的
。（
三
五
四
頁
）

学
生
们
游
泳
的
是
体
育
馆
的
室
内
游
泳

池
，
不
是
露
天
的
游
泳
池
。（
三
五
三
頁
）

　

こ
の
二
例
は
「
不
成
立
」
だ
と
判
定
す
る
ネ

イ
テ
ィ
ヴ
が
多
い
。

他
扔
我
一
个
足
球
。

　

こ
の
例
は
、
第
五
章
第
五
節
の
記
述
に
従
え

ば
文
法
に
合
致
し
、
第
九
章
第
十
節
の
記
述
に

従
え
ば
文
法
に
違
反
し
て
い
る
。

他
黄
头
发
（
二
七
〇
頁
）

　

こ
の
例
は
「
文
」
レ
ベ
ル
で
し
か
存
在
し
な

い
と
判
定
す
る
ネ
イ
テ
ィ
ヴ
が
多
い
が
、
第
五

章
第
一
節
で
は
「
句
」
レ
ベ
ル
の
例
と
し
て
挙

が
っ
て
い
る
。

　
「
扔
」
の
構
文
機
能
に
関
す
る
記
述
の
不
一

致
な
ど
は
、
お
そ
ら
く
異
な
る
執
筆
担
当
者
の

言
語
形
成
環
境
と
関
係
し
て
こ
よ
う
。
実
際
、

筆
者
の
回
り
に
も
「
扔
我
一
个
足
球
」
を
許
容

す
る
ネ
イ
テ
ィ
ヴ
と
許
容
し
な
い
ネ
イ
テ
ィ
ヴ

が
い
る
。そ
の
形
成
過
程
か
ら
見
て
、「
普
通
話
」

の
包
含
す
る
文
法
現
象
に
純
度
の
高
さ
は
も
と



よ
り
望
め
な
い
。
そ
れ
だ
け
に
、
非
典
型
的
な

文
法
現
象
の
記
述
に
当
た
っ
て
は
、
記
述
対
象

の
使
用
環
境
と
記
述
者
の
言
語
形
成
環
境
に
関

す
る
詳
細
な
情
報
が
求
め
ら
れ
る
。

　

②
同
一
現
象
の
分
析
に
異
説
が
あ
る
場
合
、

そ
の
取
捨
に
不
統
一
が
生
じ
る
。

　

こ
れ
に
関
し
て
は
挙
げ
は
じ
め
る
と
き
り
が

な
く
な
る
の
で
、
一
例
だ
け
挙
げ
よ
う
、

你
逼
得
他
没
有
一
点
儿
路
可
走
了
。

　

第
七
章
第
三
節
「
述
補
謂
語
句
」
で
は
、
こ

の
文
の
「
得
」
以
下
の
す
べ
て
を
補
語
と
す
る

の
で
あ
る
が
（
四
三
五
頁
）、
第
九
章
第
三
節

「『
得
』字
句
」で
は
、「
没
有
一
点
儿
路
可
走
了
」

の
み
を
補
語
と
し
、「
他
」
は
「
逼
得
」
の
目

的
語
で
あ
る
と
す
る
（
五
六
三
頁
）。
推
測
さ
れ

る
よ
う
に
、
第
七
章
と
第
九
章
の
執
筆
者
は
別

人
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
記
述
の
不
統
一
も
「
研
究
討
議

に
供
す
る
」
と
い
う
視
点
か
ら
す
れ
ば
、
も
ち

ろ
ん
決
し
て
非
難
さ
れ
る
べ
き
欠
点
で
は
な

く
、
大
い
に
推
奨
す
べ
き
寛
容
性
で
あ
る
と
い

う
べ
き
か
も
知
れ
な
い
。

　

史
金
生
氏
の
「『
現
代
漢
語
描
写
語
法
』

―
百
年
漢
語
語
法
成
果
的
全
面
総
結
」（『
中

国
社
会
科
学
報
』
二
〇
一
〇
年
一
一
月
九
日
）
も
、

『
現
代
漢
語
描
写
語
法
』
の
出
版
に
合
わ
せ
て

書
か
れ
た
紹
介
文
で
あ
る
。
こ
の
文
章
は
気
鋭

の
文
法
学
者
に
よ
る
正
面
切
っ
た
内
容
紹
介

で
、
字
数
も
他
の
紹
介
文
よ
り
多
い
。
史
氏
の

書
評
の
キ
ー
セ
ン
テ
ン
ス
を
挙
げ
る
と
す
れ

ば
、
次
の
一
文
に
な
ろ
う
。

本
書
は
造
語
法
か
ら
構
文
法
へ
、
文
法
構
造

か
ら
文
法
範
疇
へ
、
分
析
か
ら
綜
合
へ
、
記

述
か
ら
解
釈
へ
と
い
う
、
中
国
語
の
特
徴
に

合
致
し
た
精
緻
な
文
法
学
の
体
系
を
構
築
し

た
。 

　

中
国
語
記
述
文
法
に
お
け
る
記
述
と
は
一
体

な
に
か
、
ど
の
よ
う
に
記
述
す
る
か
、
こ
の
問

題
に
対
し
て
新
し
い
ス
タ
イ
ル
を
打
ち
出
す
こ

と
に
成
功
し
た
と
い
う
評
価
で
あ
る
。
個
人
的

に
は
記
述
の
内
容
に
「
解
釈
」
が
取
り
込
ま
れ

て
い
る
点
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。『
現
代
漢

語
描
写
語
法
』
は
結
び
の
第
二
十
章
に
左
記
の

よ
う
な
構
成
で
「
語
法
現
象
的
解
釈
」
を
置

き
、
中
国
語
記
述
文
法
に
お
け
る
「
解
釈
」
の

位
置
づ
け
を
行
っ
て
い
る
。

第
一
節　

描
写
与
解
釈

一　

描
写
語
法
和
解
釈
語
法

二　

解
釈
的
対
象
与
角
度

第
二
節　

句
法
現
象
的
語
義
解
釈

一　

詞
義
与
句
法
現
象
的
解
釈

二　

語
法
化
与
句
法
現
象
的
解
釈

第
三
節　

句
法
現
象
的
認
知
解
釈

一　

認
知
語
法
及
其
基
本
観
点

二　

漢
語
語
序
的
認
知
解
釈

三　

有
界
与
無
界

四　

空
間
方
位
的
認
知
解
釈

第
四
節　

句
法
現
象
的
韻
律
解
釈

一　

漢
語
的
韻
律

二　

韻
律
与
句
法

三　

句
法
結
構
的
合
法
性
的
韻
律
解
釈

史
氏
の
書
評
は
以
下
の
よ
う
に
結
ば
れ
る
。

総
じ
る
に
、『
現
代
漢
語
描
写
語
法
』
は
構

造
主
義
言
語
学
を
基
礎
と
し
て
、
生
成
変
形

文
法
、格
文
法
、結
合
価
文
法
、認
知
文
法
、

機
能
文
法
、
デ
ィ
ス
コ
ー
ス
分
析
、「
三
個

平
面
」
等
の
文
法
理
論
に
も
と
づ
く
研
究
成

果
か
ら
十
分
に
成
熟
し
た
も
の
を
適
宜
吸
収

し
つ
つ
、
過
去
百
年
に
及
ぶ
中
国
語
文
法
研

究
が
勝
ち
取
っ
た
豊
か
な
成
果
を
十
分
に
反

映
し
て
い
る
。
歴
史
的
蓄
積
と
時
代
精
神
を

体
現
し
た
、
体
系
的
、
包
括
的
、
精
緻
、
科
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学
的
な
中
国
語
文
法
書
で
あ
る
。
本
書
の
出

版
は
、
中
国
語
文
法
研
究
に
お
け
る
マ
イ
ル

ス
ト
ー
ン
で
あ
る
と
言
え
る
。

　

複
数
の
方
法
論
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
、
長
年

の
研
究
成
果
を
取
り
込
ん
で
記
述
が
行
わ
れ
た

と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
自
然
言
語
と
い
う
も

の
が
多
様
な
側
面
を
有
し
、
か
つ
そ
の
多
様
性

の
性
質
が
さ
ま
ざ
ま
に
異
な
っ
て
い
る
と
す
れ

ば
、
そ
れ
ら
を
分
析
解
釈
す
る
方
法
論
も
複
数

の
も
の
が
必
要
に
な
っ
て
不
思
議
で
は
な
い
。

　

編
集
の
実
務
を
統
括
し
た
の
は
上
海
師
範
大

学
の
斉
滬
揚
氏
で
あ
る
。
斉
氏
は
編
集
後
記
の

中
で
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

わ
れ
わ
れ
は
つ
い
に
歴
史
と
時
代
が
わ
れ
わ

れ
に
課
し
た
責
任
を
果
た
し
た
。
わ
れ
わ
れ

は
つ
い
に
学
界
の
先
輩
か
ら
託
さ
れ
受
け
継

い
だ
任
務
を
完
成
し
た
。
決
し
て
十
分
に
満

足
の
い
く
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
わ
れ
わ

れ
は
最
善
を
尽
く
し
た
と
言
っ
て
恥
じ
る
と

こ
ろ
は
な
い
。

…
…
…
…

第
一
版
刊
行
の
日
は
、
即
ち
第
二
版
に
向
け

て
の
修
訂
作
業
開
始
の
日
で
あ
る
。『
現
代

漢
語
描
写
語
法
』
は
長
期
に
わ
た
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
第
一
歩
を

踏
み
だ
し
た
以
上
、第
二
歩
、第
三
歩
を
し
っ

か
り
と
歩
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
わ
れ
わ

れ
は
避
け
て
通
る
選
択
肢
を
も
た
な
い
、
わ

れ
わ
れ
は
進
ん
で
重
責
を
担
う
。

ま
さ
に
擲
地
有
声
と
謂
う
可
き
言
で
あ
る
。

　
『
現
代
漢
語
描
写
語
法
』
の
刊
行
に
合
わ
せ

て
、「
慶
祝
張
斌
先
生
九
十
華
誕
、
従
教
六
十

周
年
学
術
研
討
会
暨
《
現
代
漢
語
描
写
語
法
》

首
発
儀
式
」
が
二
〇
一
〇
年
一
一
月
二
七
日
、

二
八
日
の
両
日
、
上
海
師
範
大
学
で
開
催
さ
れ

た
の
だ
が
、
開
会
式
に
お
い
て
、
商
務
印
書
館

と
上
海
師
範
大
学
が
立
ち
上
げ
資
金
を
提
供

し
、
上
海
師
範
大
学
に
「
現
代
漢
語
描
写
語
法

研
究
室
」
を
設
け
る
こ
と
が
発
表
さ
れ
た
。

　
「
現
代
漢
語
描
写
語
法
研
究
室
」
の
設
立
は

今
後
の
中
国
語
文
法
研
究
と
っ
て
き
わ
め
て
大

き
な
意
味
を
も
つ
。
文
法
研
究
に
お
け
る
知
見

の
集
積
、
評
価
、
継
承
と
い
う
作
業
は
、
言
語

研
究
の
他
の
領
域
に
比
べ
て
遅
れ
て
お
り
、
そ

れ
が
組
織
的
に
行
わ
れ
る
こ
と
は
か
つ
て
な

か
っ
た
。「
現
代
漢
語
描
写
語
法
研
究
室
」
の

設
立
は
そ
の
空
白
を
埋
め
る
行
動
な
の
で
あ

る
。
第
一
版
の
参
考
文
献
に
は
、
日
本
人
研
究

者
の
業
績
が
二
〇
〇
二
年
く
ら
い
を
下
限
と
し

て
、
十
三
点
挙
が
っ
て
い
る
。『
現
代
漢
語
描

写
語
法
』
の
中
に
日
本
人
研
究
者
の
仕
事
が
生

き
て
い
る
の
で
あ
る
。
第
二
版
で
そ
れ
が
二
倍

三
倍
と
な
れ
ば
う
れ
し
い
。

　

言
う
ま
で
も
な
い
が
、
わ
れ
わ
れ
日
本
語
話

者
は
中
国
語
に
接
す
る
た
び
に
中
国
語
話
者
に

は
見
え
な
い
も
の
を
見
て
い
る
。
今
、『
現
代

漢
語
描
写
語
法
』
の
中
に
あ
る
の
は
中
国
語
話

者
の
目
に
映
る
中
国
語
の
姿
で
し
か
な
い
。
ど

の
ペ
ー
ジ
を
開
い
て
も
確
か
に
多
く
の
知
識
を

得
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
読
ん
で
今
ひ

と
つ
興
奮
を
覚
え
る
こ
と
が
少
な
い
の
は
、
わ

れ
わ
れ
日
本
語
話
者
の
疑
問
に
対
応
す
る
記
述

が
少
な
い
か
ら
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
は

「
現
代
漢
語
描
写
語
法
研
究
室
」
の
仕
事
で
あ

る
以
上
に
、
わ
れ
わ
れ
日
本
人
研
究
者
の
仕
事

で
あ
る
。
そ
の
仕
事
を
通
し
て
、
中
国
語
話
者

の
目
に
映
る
中
国
語
の
姿
を
よ
り
鮮
明
な
も
の

に
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
き
、『
現
代
漢
語
描

写
語
法
』の
参
考
文
献
に
上
が
る
研
究
と
な
る
。

『
現
代
漢
語
描
写
語
法
』
は
、
一
緒
に
仕
事
を

し
よ
う
と
わ
れ
わ
れ
を
誘
っ
て
い
る
。

（
す
ぎ
む
ら
・
ひ
ろ
ふ
み　

大
阪
大
学
）
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